
 



  

1 

 

夫
を 

 

  
 

課
題
「
ヤ
キ
モ
チ
」
・
互
選 

 

続
き 

 

 
 
 
 
 

「
４
点
」 

 

大
き
い
ぞ
隣
の
客
の
海
老
フ
ラ
イ 

 
 
 
 
 

順 
 

 

 
 

一
読
明
快
の
句
。 

 

ス
マ
ホ
よ
り
私
の
話
聞
け
と
妻 

 
 
 
 
 

 

勝 
 

 

 
 
 

絵
が
見
え
、
一
読
明
快
の
句
。 

 
 
 

参
考
「
宣
言
の
た
び
に
重
荷
と
な
る
赤
字
」 

 
 
 
 

 

「
６
点
」 

 

焼
き
モ
チ
の
ふ
く
れ
具
合
で
知
る
マ
グ
マ 

 
 

和
昭 

 

 
 

一
読
明
快
の
句
。
嫉
妬
心
の
ふ
く
れ
具
合
で
、
そ
の
後
に
来
る
妻

の
嵐
の
大
き
さ
を
見
た
て
た
句
。 

 
 
 
 
 

「
７
点
」 

太
公
望
隣
の
竿
に
嫉
妬
す
る 

 
 
 

 
 
 
 

順 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

一
読
明
快
の
句
。
何
故
、
竿
に
嫉
妬
す
る
の
か
絵
が
見
え
る
と
。 

 
 

参
考
「
大
物
が
隣
の
竿
に
ヒ
ッ
ト
す
る
」 

 
 
 
 

「
８
点
」 

や
っ
か
み
の
嵐
に
耐
え
る
胡
蝶
蘭 

 
 

 
 
 

裕
子 

 

 
 
 

何
の
や
っ
か
み
に
耐
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
？ 

参
考
「
や
っ
か
み
の
嵐
に
耐
え
る
ミ
ス
日
本
」 

 

 
 
 
 
 

「
⒒
点
」 

 

お
め
で
と
う
素
直
に
言
え
ぬ
自
尊
心 

 
 
 
 

み
ち
え 

 
 
 

一
読
明
快
の
句
。 

 
 
 

参
考
「
ラ
イ
バ
ル
へ
祝
辞
を
言
え
ぬ
自
尊
心
」 

 

 
 

 
 
 

「
選
外
」 

 

ヤ
キ
モ
チ
に
黴
が
生
え
て
る
老
夫
婦 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

一
読
明
快
の
句
で
す
が
、
嫉
妬
心
だ
け
は
あ
る
の
で
は
。 

 

朝
帰
り
妻
の
態
度
が
鬼
の
顔 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

一
読
明
快
の
句
で
す
が
、
「朝
帰
り
の
」
句
は
多
い
、
新
鮮
味
？ 

例
「
妻
と
言
う
検
事
が
睨
む
朝
帰
り
」 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 

嫉
妬
す
る
か
ら
ば
れ
た
恋
心 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

一
読
明
快
の
句
。
何
気
な
い
会
話
の
中
で
ふ
っ
と
漏
れ
た
心
。 

お
し
め
よ
り
俺
の
世
話
し
て
君
は
言
う 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

ち
ょ
っ
と
解
釈
し
難
い
句
と
思
わ
れ
ま
す
。 

事
務
所
内
小
さ
く
焼
い
て
ゴ
ミ
箱
へ 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

少
々
絵
が
見
え
に
く
い
。 

 
 

例
「
八
つ
裂
き
に
し
て
る
夫
へ
の
ラ
ブ
レ
タ
ー
」 

営
業
部
長
ヤ
キ
モ
チ
焼
か
れ
浄
化
す
る 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

 

下
五
の
「
浄
化
す
る
」
何
な
の
で
し
ょ
う
？ 

嫉
妬
か
ら
ト
ゲ
ト
ゲ
茨
出
る
言
葉 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 
 

 

言
わ
ん
と
す
る
こ
と
は
分
か
る
が
、
絵
が
見
え
る
よ
う
に
。 

 
 

例
「
嫉
妬
す
る
妻
の
言
葉
に
あ
る
棘
」 

女
文
字
狭
い
度
量
が
も
ち
拓
か
せ 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

句
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
分
か
る
が
、
絵
が
見
え
な
い
。 

 
 

例
「
封
筒
の
女
の
文
字
を
妬
く
女
房
」 

ヤ
キ
モ
チ
を
仮
面
の
夫
婦
焼
忘
れ 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

 
 

中
七
「
仮
面
の
夫
婦
」
を
ど
う
解
釈
す
れ
ば
い
い
の
か
。 

 
 

例
「
嫉
妬
な
ど
忘
れ
て
過
ご
す
倦
怠
期
」 

私
は
Ｌ
友
はМ

で
の
シ
ョ
ツ
ピ
ン
グ 

 
 
 
 

 
 
 

 

 

一
読
明
快
で
、
絵
が
見
え
る
句
。 

 
 

参
考
「
友
はМ

私
は
Ｌ
の
シ
ョ
ピ
ン
グ
」 
リ
ズ
ム
感
を
。 

 

【溜り場】川柳六大家（川柳人協会ＨＰより）４ 

 

  川柳界を引っ張って来たのは、六大家と言われる人たちです。戦前、戦中、戦後を通して、

彼等は川柳界の先頭に立って川柳の旗を振り続けてきました。現在の川柳界の指導者は、何

らかの形でこの六大家の影響下にある人たちです。 

六大家と言われる人が創刊した結社や雑誌を守って、彼等の理想を現代に即したかたちで引

き継いでいるのです。作品はいずれも穏健で、時代にうまく溶け込もうとしている様子が見

受けられます（編集者の評論では、ありません。川柳人協会の評論です。）。 

これから、六人の業績と作品を紹介していきたいと思います。今回は、麻生路郎です。 

 



 

1 

 

夫
を 

 
 
 

自
由
吟
・
佐
藤
青
樹
選 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

「
秀
」 

路
上
飲
み
迷
惑
無
視
の
ご
み
放
置 

 
 

 
 

 

智 

 

初
冒
険
鉄
路
歩
い
て
隣
町 

 
 

 
 

 
 

 
 

次
郎 

 

ひ
と
り
者
コ
ン
ビ
ニ
俺
の
台
所 

 
 

 
 

 
 

勝 

 

老
い
ひ
と
り
コ
ロ
リ
信
じ
て
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ 

 

勝 

容
赦
な
く
画
面
へ
襲
う
土
石
流 

 
 

 
 

 
 

裕
子 

 
 

 
 

 
 

「
客
」 

 

針
巻
の
ス
イ
ッ
チ
入
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

順 

日
の
丸
の
数
を
指
折
る
テ
レ
ビ
前 

 
 

 
 

 

み
ち
え 

賞
味
切
れ
亭
主
の
腹
で
見
る
様
子 

 
 

 
 

 

和
昭 

 

ア
メ
リ
カ
の
ハ
ー
ト
を
掴
む
翔
タ
イ
ム 
 

 
 

裕
子 

 

収
束
の
願
い
で
し
な
る
笹
飾
り 

 
 

 
 

 
 

み
ち
え 

  
 
 
 

 

「
人
」 

 

ワ
ク
チ
ン
を
受
け
て
助
走
の
旅
プ
ラ
ン 

 
 

 

み
ち
え 

  
 
 
 

 

「
地
」 

 

う
っ
か
り
が
教
え
る
脳
の
液
状
化 

 
 

 
 

 

裕
子 

  
 
 
 

 

「
天
」 

 

手
の
内
を
見
せ
ぬ
女
の
網
さ
ば
き 

 
 
 
 
 

和
昭 

 
 

 

鑑
賞
コ
ー
ナ
ー 

 

 

第
十
五
回 

Ｊ
Ａ
Ｆ
み
ん
な
の
エ
コ
川
柳 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 
 
 

 

 
 

 
 

Ｅ
Ｃ
Ｏ
大
賞 

ま
だ
青
い
地
球
に
す
れ
ば
誉
め
言
葉 

 
 

さ
ご
じ
ょ
う 

 
 

 
 

 

 

Ｅ
Ｃ
Ｏ
テ
ィ
ー
ン
大
賞 

南
極
が
溶
け
る
問
題
解
け
な
い
よ 

 
 

 

長
田
太
真 

  
 
 
 

Ｅ
Ｃ
Ｏ
キ
ッ
ズ
大
賞 

エ
コ
を
し
て
未
来
の
笑
顔
貯
金
す
る 

 
 

ツ
バ 

  ド
ラ
イ
ブ
ｅ
ｃ
ｏ
賞 

君
で
し
ょ
う
地
球
の
マ
ス
ク
は
ず
す
役 

 
 

塚
正
哲
子 

セ
ー
フ
テ
ィ
ｅ
ｃ
ｏ
賞 

 

無
包
装
エ
コ
は
裸
の
お
つ
き
あ
い 

 
 
 
 

 
 

ア
ク
ア
舞
凛 

ス
マ
ー
ト
ｅ
ｃ
ｏ
賞 

森
の
熊
グ
ル
メ
三
昧
ご
み
置
き
場 

 
 
 
 
 

継
田
真
由
美 

Ｅ
Ｃ
Ｏ
テ
ィ
ー
ン
賞 

シ
ャ
チ
じ
ゃ
な
い
海
の
ギ
ャ
ン
グ
は
ゴ
ミ
袋 

 

松
本
太
心 

Ｅ
Ｃ
Ｏ
キ
ッ
ズ
賞  

暖
冬
は
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
い
で
も
悲
し
い 

 

成
田
智
花 

【溜り場２】麻生路郎（１８８８～１９６５） 

 

 広島県尾道市に生まれます。大阪高商卒業後職業を転々としながら

も、１６歳頃から田能村朴念仁選に投句を始め川柳をスタートさせま

す。大正 13年『川柳雑誌』を創刊。昭和１１年には「川柳職業人」を

宣言することになります。「いのちある句を創れ」「1句を残せ」を標榜

しました。 

✰だしぬけに鐘の鳴るのも旅のこと 

✰鼻の偉大さ山脈を思わされ 

✰ほほえめばほほえむ川田順の恋    

川柳人協会ＨＰより 

   

 

 



 

千
葉
県
川
柳
大
会
（
誌
上
大
会
）
の
投
句
に
参
加
し
て
タ
イ
ト
ル
賞
（
１
１
賞
）
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ
う 

     

 

課
題
「
三
枚
目
」
・
二
人
選 

長
谷
川
智
選 

 

 

 
 

 
 

「
秀
」 

 

三
枚
目
拍
手
喝
采
独
り
占
め 

 
 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 

厚
化
粧
ピ
エ
ロ
の
素
顔
隠
し
て
る 

 
 

 
 

 

勝 

 

外
で
二
枚
目
家
で
の
パ
パ
は
三
枚
目 

 
 
 
 

順 

 

本
心
は
隠
し
て
生
き
る
三
枚
目 

 
 

 
 

 
 

み
ち
え 

 

見
得
も
切
り
常
務
も
や
れ
る
芸
達
者 

 
 
 
 

和
昭 

 
 

 
 

 

「
客
」 

読
み
す
す
み
恋
文
と
知
る
三
枚
目 

 
 

 
 

 

裕
子 

切
り
抜
け
る
ピ
エ
ロ
の
顔
で
強
か
に 
 

 
 

 

平
太 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

笑
わ
れ
て
主
役
を
立
て
る
名
演
技 
 

 
 

 
 

勝 

 

言
い
な
り
に
オ
リ
パ
ラ
開
く
ま
る
で
ポ
チ 

 
 

し
だ
れ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

若
大
将
は
青
大
将
が
か
も
し
出
す 

 
 
 
 
 
 

次
郎 

 
 

 

 
 
 
 

「
人
」 

 

イ
ケ
メ
ン
の
顔
で
三
枚
目
に
な
れ
ず 

 
 
 
 

順 

 
 
 
 

「
地
」 

 

寅
さ
ん
は
自
覚
も
せ
ず
に
旅
に
出
る 

 
 
 
 

次
郎 

 
 
 
 

「
天
」 

 

名
画
座
の
ピ
エ
ロ
の
涙
チ
ャ
ッ
プ
リ
ン 

 
 
 

裕
子 

 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

（
自
句
） 

自
覚
し
て
道
化
に
徹
し
オ
ー
デ
シ
ョ
ン 

 
 

 
 

 
 

 

三
枚
目
彼
女
に
振
ら
れ
道
険
し 

 
 

 
 

 
 

 

泣
き
笑
い
み
ん
な
の
笑
顔
三
枚
目 

 
 

      
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

課
題
「
三
枚
目
」
・
二
人
選 

山
口
し
だ
れ
選 

 

 

 
 
 
 
 

「
秀
」 

 

読
み
す
す
み
恋
文
と
知
る
三
枚
目 

 
 
 
 
 

裕
子 

 

三
枚
目
演
じ
る
父
の
背
が
広
い 

 
 

 
 

 
 

裕
子 

 

三
枚
目
彼
女
に
振
ら
れ
道
険
し 

 
 

 
 

 
 

智 

 

三
枚
目
拍
手
喝
采
独
り
占
め 

 
 

 
 

 
 

 

み
ち
え 

 

若
大
将
は
青
大
将
が
か
も
し
出
す 

 
 

 
 

 

次
郎 

 
 
 
 

 

「
客
」 

俺
の
子
だ
二
枚
目
に
な
る
筈
が
な
い 

 
 

 
 

順 

道
化
に
も
な
る
さ
俺
等
の
飯
の
種 

 
 

 
 

 

平
太 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

笑
わ
せ
て
な
ん
ぼ
刺
身
の
つ
ま
で
い
る 

 
 

 

和
昭 

 

外
で
二
枚
目
家
で
の
パ
パ
は
三
枚
目 

 
 

 
 

順 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
厚
化
粧
ピ
エ
ロ
の
素
顔
隠
し
て
る 

 
 

 
 

 

勝 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

「
人
」 

 

笑
わ
れ
て
主
役
を
立
て
る
名
演
技 

 
 
 
 
 

勝 

 
 
 
 

「
地
」 

 

本
心
は
隠
し
て
生
き
る
三
枚
目 

 
 
 
 
 
 

み
ち
え 

 
 
 
 

「
天
」 

 

切
り
抜
け
る
ピ
エ
ロ
の
顔
で
強
か
に 

 
 
 
 

平
太 

  
 

 

（
自
句
） 

金
払
い
ケ
ー
キ
忘
れ
て
店
を
出
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

言
い
な
り
に
オ
リ
パ
ラ
開
く
ま
る
で
ポ
チ 

 
 

 
 

 
 

 
 

嬉
シ
ョ
ン
を
ト
レ
ー
ナ
ー
に
す
僕
は
何 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

【掲示板】 

 １．９月例会のお知らせ 

 ・日時 ：令和３年９月１０日（火） 

       13時 00分～16時 00分 

 ・場所 ：美浜公民館第一会議室 

   

・課題「とぼける」 ：互選  ３句 

 ・課題「鵜呑み」  ：二人選  ３句 

 ・自由吟           ３句 

 

 

２．連絡事項  

 

  当会の塩見和昭さん、山岸順ならびにうらやす

川柳会の城野けんじさんの３氏が、千葉県川柳作

家連盟の８月理事会において「犬吠」の黒潮会員

に推薦されました。 

 これで、浦安市から黒潮会員は１０人になりまし

た。 

      

会長・山岸順 

   


